
令和 3年 9月 10日 
佐城農業指導者連絡協議会 

 

稲・大豆作情報（ＮＯ.11：最終） 

１．水稲作況情報田の生育概況（9 月 9 日現在） 

注１）各品種 前作：麦    注２) 施肥及び病害虫防除は地区基準に準ずる。 

 
〈参考〉 佐賀県農業試験研究センター 米づくり情報（抜粋） （9 月 3 日調査） 

 
 

品 種 

場 所 

移植日 

栽植株数 
年 次 

現在の生育状況 

概況 草 丈 

ｃｍ 

茎 数 

本／㎡ 

主稈  

出葉数
葉色   
SPAD 

夢しずく 

佐賀市本庄町 

6/17 

18.0株/㎡

本 年 
平 年 

平年比 

  

 

 

気温･日照時間とも平

年並みに回復した。 

「ヒヨクモチ」の出穂

期は9/11頃の見込み

。 

｢ヒヨクモチ｣の草丈は

やや高い。茎数は｢さ

やや少ない。葉齢はや

や多い。葉色は平年よ

りやや濃い。 

 

さがびより 

小城市芦刈町 

6/21 

18.5株/㎡

本 年 
平 年 

平年比 
  

 

 

ヒヨクモチ 

小城市牛津町 

6/29 

19.3株/㎡

本 年 
平 年 

平年比 

86.0 

－ 

－ 

437 

－ 

－ 

16.9 

－ 

－ 

37.1 

－ 

－ 

 

 

移植日 

栽植株数 
年 次 

 

出穂期 

  

成熟期

止葉 

葉位 

L 

 

生育概況 

夢しずく 
6/18  

19.6株/㎡ 

本 年 
平 年 

平年比 

8/17 
8/18 

（-１日）

－ 
9/26

－ 

13.0 
13.7 

（-0.7）

【止葉葉位】 

｢さがびより｣では少なく、そ

の他の品種ではやや少ない。 

 

【出穂期】 

「夢しずく」：1日早い 

「ヒノヒカリ」：1日遅い 

「さがびより」：2日遅い 

「ヒヨクモチ」：1日早い 

 

【 

 

ヒノヒカリ 
6/18  

22.2株/㎡ 

本 年 
平 年 

平年比 

8/28 

8/27 

（+１日）

－ 

10/10

－ 

14.1 
14.4 

（-0.3）

さがびより 
6/21 

16.7株/㎡ 

本 年 
平 年 

平年比 

9/3 

9/1 

（+2日）

－ 

10/15

－ 

14.3 

15.2 

（-0.9）

ヒヨクモチ 
6/21 

22.2株/㎡ 

本 年 
平 年 

平年比 

9/6 

9/7 

（-1日）

－

10/31

－ 

15.5 

16.3 

(-0.8) 

出穂期 8 月 15 日 

（平年より１日早い） 

出穂期 8 月 31 日 

（平年並み） 
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2．管内水稲の概況 
  【夢しずく】           糊熟期～黄熟期     成熟期見込み：9/15～25 
  【ヒノヒカリ・さがびより】   乳熟期           成熟期見込み：10/5～15 
  【ヒヨクモチ】          出穂始め～出穂揃い  成熟期見込み：10/21～ 
 

３．今後の水管理  

 生育ステージに応じた水管理を行う。 

 出穂期～開花期までは要水量が多いため、浅水管理とし、その後は間断潅水に移行す

る。地固めが不十分な圃場は断水期間を長めにとるなど、徐々に地固めと茎の充実を図

る。早期落水は厳禁。 

 

 

 

 

 

 

 

※台風時の水管理は【接近時：深水管理 → 通過後：水入れ替え】を実施する。 

台風通過後は速やかに溜めていた水を排水し、新鮮な水と入れ換え、根の機能回復や 

生育回復を促す。 

また受光体制等の乱れにより病気・害虫の発生が拡大する恐れがあるため、田廻りを励

行し、適正防除に努める 

 

ヒヨクモチ 

・実肥は下記の診断結果を基に施用する。 

ヒヨクモチの穂肥施肥基準（分施タイプ） 

  

 穂肥Ⅰ（kg/10a） 穂肥Ⅱ（kg/10a） 実肥（kg/10a） 

施用時期の目安 
8 月 16～17 日頃 

（幼穂形成始期幼穂長１ミリ頃）
8 月 25～27 日 

（穂肥Ⅰの 10 日後）
穂揃期 

（9 月 10 日～13 日頃） 

LPBB804 ４０ － － 

BB602 ２５ １０ １０ 

※全量元肥施用田（一発くん）においても穂肥Ⅰ～Ⅱの時期に SPAD で４０を切る場合には、窒素成分で

２kg/10a 程度（BB602 10～20 ㎏/10a）施用する。 

 

○病害虫情報（発生および防除） 

◆ウンカ類 

・今年のトビイロウンカは、４飛来（5 月 11 日、7 月 4 日、7 月 9 日、8 月 11 日：

  中干し   間断潅水   深水    間断潅水 落水
※収穫7日前までは入水する

穂
孕
み
期

出
穂
期

穂
揃
い
期

乳
熟
期

糊
熟
期

黄
熟
期

完
熟
期

収
穫
期

幼
穂
分
化
期

最
高
分
げ
つ
期
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7 月 9 日“やや多い”、8 月 11 日“多い”）が確認されている。 

・農業技術防除センターが作成された 新発生予測図は下図のとおり（8/18 発信情報 

変更なし）。 

・管内のウンカ類は基幹防除が実施されたことにより、さがびより情報田 9/9 調査にお

いて確認されたウンカ類はセジロウンカを中心に 0.5～1.2 頭/株と少ない状況にある。

ただ本年は 8/14 にもトビイロウンカの飛来が確認されるなど飛来期間に幅があり、幼

虫期の期間もそれに従い幅広いため、今後もそれぞれで発生状況を確認し、適期適正防

除に努める。 

・防除の際は、湛水するとともに、株元まで薬剤が十分かかるよう、丁寧に散布する。 

・なおこの発生予測図は気象をもとに随時更新され、変更される場合があるため、図の下

に示すホームページで 新情報を定期的に確認し、防除の参考にする。 

 

防除効果が高い時期は、幼虫ふ化揃い期（各幼虫期の前半（図中 ★））である。 

 

トビイロウンカの 新発生予測図 

農業技術防除センターHP 参照：病害虫情報 https://www.pref.saga.lg.jp/kiji00321899/index.html 

 

防除薬剤 

薬　　剤 希釈倍数 使用液量 使用時期 使用回数

エクシード™フロアブル 2000倍 60～150L/10a 収穫7日前まで 3回以内

トレボン乳剤 1000～2000倍 60～150L/10a 収穫14日前まで 3回以内

エミリアフロアブル 1000倍 60～150L/10a 収穫7日前まで 2回以内

スタークル液剤10 1000倍 60～150L/10a 収穫7日前まで 3回以内

5/11 飛来   7/4 飛来    7/9 飛来    8/14 飛来 
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◆斑点米カメムシ類 

・9 月の発生量は、“平年並”予測となっている（農業技術防除センターHP 病害虫発生予

察予報第 6 号）。 

・山麓部や河川敷付近など、例年発生の多い圃場では田廻りを励行し、防除を徹底する。 

・山麓部や平坦でも圃場周辺の雑草の発生が多い場合は、乳熟期の防除を徹底する。 

・防除はカメムシが穂に上ってくる夕方に行うと効果が高い。 

 

 

 

 

◆コブノメイガ 

・中晩生種の圃場で食害被害が散見される。 

・防除適期は幼虫ふ化揃い期（発蛾 盛期の７日後）。9/17 頃 

 

◆いもち病 

・9 月の穂いもち発生量は、やや多い予測となっており（農業技術防除センターHP 病害

虫発生予察予報第 6 号）、山麓部や平坦で発生しやすい圃場で発生を確認している。 

・進展型病斑がみられる圃場では早急に薬剤防除を行う。 

・上位３葉に葉いもち病斑が確認される場合は、早急に防除を行い、穂いもちに進展させ

ないよう穂孕み期～穂揃い期に再度薬剤防除を実施した方が良い。 

出穂期ごろの防除がポイント 

・また移植時苗いもちが確認されたところでは、現在病斑が確認できなくとも、いもち病

菌は稲体上に残っているため、田廻りを励行し、初発発見→適期防除を心がける。 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

◆紋枯病 

・発生地区数が徐々に増えてきている。生育が良好で、過繁茂状態の

圃場では、一気に進展する恐れがあるため、田回りを励行し、病斑

が確認された場合は、病斑が上位葉の葉鞘に垂直進展する前にバ

リダシン液剤(収穫 14 日前まで)等で防除を行う。 

 

 

 

斑点米カメムシ類の防除時期 

◎多発生：「穂揃い期」及び「乳熟期」の２回防除 

◎少発生：「乳熟期（出穂の約１５日後）」１回防除 

▲いもち病（農業技術防除センターより） 
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３．大豆管理   
    

○排水対策  

今後も局地的な豪雨に備えるため、排水溝の整備を行い、排水口への確実な誘導を図る。リター

ンデッチャや畔塗り機などで施工した額縁明渠についても適正管理を行う。 

 

○雑草対策 

・イネ科雑草が多いところでは、ポルトフロアブル等で防除する。 

・アサガオ類やホオズキは、繁殖力が強く、放置すると次年度以降の発生量が多くなるた

め、圃場内はもとよりまくら地や畦で発生している場合は、必ず抜き取り圃場外へ持ち

出すか、畝間散布による薬剤防除を徹底する。 

 

○病害虫対策 

 ハスモンヨトウ   

・９月の発生量は、平年並み予測（農業技術防除センターHP 病害虫発生予察予報第 6

号）となっているが、誘引トラップでの捕獲数が増加してきている地域が拡大してい

る。新たな白変葉を発見した場合は、早急に防除を実施する。台風後は倒伏により

防除効果が十分でなくなる可能性が高いため、倒伏する前の防除を心がける。 

 

マメハンミョウ 

一部の圃場で、局地的に発生し加害がみられる。早期発見に努め、スポット的に薬

剤散布する（スミチオン乳剤等）。 

 
カメムシ類 

・９月の発生量は、“やや多い”予測となっている（農業技術防除センターHP 病害虫発

生予察予報第 6 号）。 

生育状況に幅があるため、発生のタイミングは圃場により異なると思われるが、今後

の発生に注意し、莢伸長初期～子実肥大中期に防除を行う。
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佐城農業改良普及センター
令和3年産水稲生育期間気象グラフ（アメダス：佐賀）
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令和３年産 水稲の収穫期予想積算表【9月10日現在】
佐城農業改良普及センター

平年値 本年値

℃ ℃

40～50日

75～90％

28～25％

30 日 26.8 28.5

31 月 26.6 29.2

1 火 26.5 28.4

2 水 26.4 27.2

3 木 26.3 26.0

4 金 26.1 26.4

5 土 26.0 25.7

6 日 25.8 26.9

7 月 25.6 27.3

8 火 25.5 26.3

9 水 25.3 25.8

10 木 25.2

11 金 25.0

12 土 24.8

13 日 24.7

14 月 24.5

15 火 24.3
16 水 24.2
17 木 24.0
18 金 23.8
19 土 23.7
20 日 23.5

21 月 23.3

22 火 23.1

23 水 22.9

24 木 22.7

25 金 22.5

26 土 22.3

27 日 22.1

28 月 21.9

29 火 21.7

30 水 21.5

1 木 21.3

2 金 21.1

3 土 21.0

4 日 20.8

5 月 20.6

6 火 20.5

7 水 20.3

8 木 20.2

9 金 20.0

10 土 19.8

11 日 19.7

12 月 19.5

13 火 19.3

14 水 19.1

15 木 18.9

16 金 18.7

17 土 18.5

18 日 18.2

19 月 18.0

20 火 17.8

21 水 17.5

22 木 17.3

23 金 17.1

24 土 16.9

25 日 16.7

26 月 16.5

27 火 16.3

28 水 16.2

29 木 16.0

30 金 15.8

31 土 15.7

品　　　　　種

58

188

86

78

出　穂　期

161

出　穂　期

26

331

251

277

56

出　穂　期

8/29出穂

900℃

1,085

1,100

1,196

959

980

1,000

1,177

1,165

1,333 1,220

1,2361,349

1,214

1,139

1,081

1,120

939

1,285

1,301

1,218

1,235

1,252

1,138

1,157

1,211

1,147

960

981

1,002

1,044

1,065

1,061

875

896

938

917

604
628
651

674

788

1,158

832

854

304

697

720

383

409

434

458

483

556
580

785

803

820

694

713

358 300

743

508
532

904

920

871

887

731

750

837

854

768

558

617

637

936

952

967

476

413

434

656

675

497

517

578

598

538

349

283

305

371

392

455

214

145
168

237

260

327

ヒヨクモチ

90～95％

28～22％

25

191

1,072

1,088

49

出　穂　期

919

937

955

972

989

1,006

1,023

1,119

808

827

846

865

883

901

689

710

730

749

769

789

565

586

607

628

649

669

434

457

479

501

522

544

296
320

343

366

389

412

225

77

102

52

249
273

29

26

127

152

176
201

105

132

199

82

108

134

142

168

194

220

９
月

172

８
月

9/13　出穂

40～45日

9/10　出穂

籾　水　分　　　早限～遅限

8/28出穂

積算気温　　最低値

1,050℃

9/7　出穂8/26出穂 9/2出穂

日・曜

8/24頃出穂

黄熟籾割合　　早限～遅限

8/15頃出穂

平均気温

出穂後日数　　最短～最長

月

積算気温　　最高値

334

363

391

419

445

481

510

551

471

497

524

648

674

724

750

699

724

622

595

57

86

114

247

284

225

114

143

310

336

274

1,166

1,187

405

434

463

490

516

542

568

326

351

376

401

426

450
474
499
523
546
570
594

902

922

753

774

796

818

494

272

298

246

881

640

663

686

708

730

1,101

617

446

113

139

166

191

218

518

470

422

1,120

1,082

1,062

839

860

943

1,043

963

1,003

589

612

1,034

1,054

323

348

724

746

768

542

397

1,073

853

874

894

1,015

915

935

955

565

657

1,242

1,263

1,011

1,034

1,056

1,079

1,101

1,123

1,144

635

373

1,154

1,177

1,198

1,220

918
942

965

988

975

1,129

995

1,110

680

811

832

789

1,092

702

1,018

1,041

1,064

1,087

1,110

1,132

994

さがびより

75～85％

27～22％

52

874

775

800

825

850

898
923
947
970

452

8/31出穂

159

698

184

210

235

567

259

284

309

589

333
357
381
405
429

842

1,087

1,104

740

760

801

543

781

822

475

499

521

544

847
871
895

1,121

1,069

862

882

901

508

531

1,155

978

997

1,015

1,034

959

1,052

1,138

50

ヒノヒカリ

出　穂　期

25

228

257

195
219
243

266

289

312

335

357

379

401

423

445

467

488

509

530

551

571

592

612

632

652

672

692

711

731

750

769

787

806

824

842

860

877

895

912

929

945

962

978

994

1,010

1,026

1,042

46～60日

290

214

240

265

315

340

364
389
413
437
461
484

554

577

600

622

645

667

918

689

710

732

753

774

795

957

977

996

1,015

1,034

816

837

857

877

937

1,211

1,053

1,071

1,089

1,107

1,125

1,143

1,276

1,291

593

519

443

468

494

568

199

895

917

389

736

689

873

416

759

665

362

671

782

805

828

851

617

713

641

10
月

1,271

1,137

1,158

1,179

1,200

592

618

644

平　坦

538

566

950℃

1,150℃
平　坦

平　坦
～

山　麓

900℃

1,050℃
平　坦

#REF!

1,318

1,336

1,353

73
97
121

766

810

1,021

1,041

1,205

1,224

1,243

1,262

1,281

1,299

1,284

1,305

1,326

1,346

1,166

1,185

1,208

1,229

1,250

1,023

33～39日

26～23％

夢しずく

880℃

1,050℃

75～90％

8/12頃出穂 8/18頃出穂

1,106

1,126

1,146

749

774

798
823

577

603

628

653

678

703

727
752
776
800
824
847
871

894

917

940

963

985

1,268

1,008

1,030

1,052

1,073

1,095

1,116

983

1,023

1,175

1,193

1,233

1,251

1,183

1,200

1,268

1,317

28

898

1,160

1,177

1,194

1,227

1,243

1,260

611

633

655

676

697

719

921

940

1,171

1,188

1,204

1,039

1,055

1,103

75

99
123
148
172

≪収穫適期の目安≫
◎穂軸の先端（穂先）から、穂長の１/３～１/４程度が枯れ、１穂籾数の１割程度が活青米で残っている状態。
◎刈り取り適期の籾水分は、「夢しずく」で２６～２３％（平坦上～山麓は２９～２５％）、「ヒノヒカリ」で２８～２５％、「さがびより」で２６～２２％、
「ヒヨクモチ」は２８～２２％となっております。

早刈りは、玄米の充実不足による「青未熟粒」や「死米」が発生しやすくなります。「青未熟粒」が多いと食味が劣り、また収量も低下しますので、早刈りは避
けましょう。

≪収穫のポイント≫
○積算表はあくまで目安です。
○圃場毎の熟れ具合を確認したうえで、収穫日を決定してください。
○早期落水は充実不足により、品質低下の原因となります。必ず間断灌水を実施して、根の活力維持に努めて下さい。
○コンバイン収穫前には、麦などの異種穀粒 や異物が混入しないように清掃点検を行いましょう。
○日中の高温条件での収穫となり、籾水分も高いので、収穫後はできるだけ、速やかに通風・

乾燥を行いましょう。一時堆積の時間が長いと、籾の温度が高くなり、ヤケ米が 発生します。


